

















































































また， 「オンメディア型」 の授業展開を推進するために， これらの手順を





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事 工印」 事 後 事 工目1」 事 後
質問 質問
平均 STD 平均 STD 平均 STD 平均 STD
5 4．8 0．47 4．8 1．04 28 3．6 1．05 3．8 1．26
6 4．4 0．72 4．6 0．75 29 3．7 0．90 3．8 1．08
7 4．0 0．82 4．1 0．82 30 4．3 0．73 3．8 1．11
8 4．3 0．78 4．5 0．73 31 2．6 1．07 3．1 0．84
9 3．8 0．89 4．0 0．83 32 2．5 1．06 3．2 1．04
10 4．2 0．79 4．5 0．74 33 4．2 0．86 4．1 1．13
11 4．4 0．76 4．5 0．95 34 4．2 0．75 4．2 0．91
12 4．1 0．84 4．3 0．78 35 3．5 0．97 3．8 1．12
13 3．7 0．77 4．0 0．74 36 3．3 0．82 3．7 0．77
14 4．1 0．91 4．0 0．87 37 3．3 0．89 3．6 0．74
15 3．7 1．04 3．7 0．94 38 3．5 0．88 3．6 0．92
16 3．6 0．92 3．7 0．84 39 3．5 0．85 3．9 0．82
17 3．4 1．02 3．6 0．89 40 3．6 0．74 3．9 0．73
18 3．9 1．03 4．4 0．98 41 3．6 0．88 3．7 0．80
19 4．2 0．87 4．6 0．75 42 3．4 0．93 3．6 0．79
20 4．5 0．76 4．7 0．71 43 3．4 1．01 3．7 1．02
21 4．1 0．95 4．3 0．88 44 3．4 1．02 4．0 1．11
22 3．4 0．89 4．0 0．92 45 3．9 0．99 4．0 0．82
23 3．4 1．31 4．2 1．08 46 3．6 1．08 3．7 1．08
24 3．7 1．14 3．5 1．13 47 4．2 0．94 3．9 1．07
25 2．8 1．00 3．3 0．96 48 3．5 0．98 3．8 1．14
26 3．3 0．91 3．6 0．77 49 3．2 1．18 3．5 1．21
27 3．6 1．09 3．7 0．94 50 3．7 1．09 4．0 1．14
表3　課題取組み前後での比較
事　　　前 事　　　前





















































































































意　欲 低（回答1，2） 中（回答3） 高（回答4，5）
人　　数 7 25 78
表5分散分析表
分散分析表（習得技術）






























変動要因 変　動 自由度 分　　散 観測された分散比 P一値 F境界値
グループ問
グループ内
952．1589
4216，396
　2
107
476．0794705
39．4055664
12．08152843 1．86E－05 3．081198
合計 5168，555 109
1％水準で有意差あり
たと思っている。ごく少数の学生が課題に意欲的に取組めなかったと回答し
ている。これらの意欲が低い学生は，操作技術の習得の度合い，グループ活
動や問題解決型学習への意欲も低めであるが，グループ活動が苦手であると
思っていることが結果に大きく影響していると考えられる。意欲が低いグルー
プの特徴をまとめると次のようになる。
　　・習得技術点の平均は全体平均よりも低い（分担作業に自信ない）。
　　・グループ活動得点と情報活用得点の平均は全体平均よりも低い。
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　　・グループ活動があまり好きではない，苦手である。
　　・作業分担に満足していない（問30の減少が大きい）。
　　・協力的に作業を進められなかった（問33の減少が大きい）。
　こうした学生の意欲を高めることが教育上重要な課題となるが，今回明ら
かになったグループ活動への苦手意識を払拭することが，意欲を高めるため
の1っの方法であり，そのための解決策を検討する必要があると考えられる。
3．記述回答の分析
　事後のアンケート実施時に，総合課題演習の感想を自由記述で行った。記
述をカテゴリーに分類すると以下のようになった。総合課題演習を通して，
学生が体得したものの一一端を伺い知ることができる。
（1）グループ活動について
①　プラス面
　・自分では思いっかないようなアイデアや技術を提供してくれる。
　・それぞれ得意な作業を分担することができる。
　・相談しながら作業を進めることができる。
　・一人で取り組むよりもいいものが作り上げられる。
　・協力し合える楽しさ。
　・責任感。
②　マイナス面
　・他人にまかせてしまう。
　・役割分担のむずかしさ。
　・責任を持ってやってくれないメンバーの存在。
　・非協力的なメンバーの存在。
　・自分のペースで作業を進められない。
　・意見調整。
　・作業全体の流れを把握しないで他人に迷惑をかけてしまう。
（2＞活動の成果
　・知りたい情報を収集できた。
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・ホームページ作成技術の習得。
・グループ活動による成果の大きさ。
・ チームワークの大切さ。
（3）活動の難しさ
　・作業分担の仕方（ばらっきが出る）。
　・作業全体の流れの調整，進め方。
　・収集した情報の取捨選択。
　・欲しい情報の不足。
　・技術力不足。
　・表現力不足（わかりやすくすること）。
　・内容のまとめ方。
　グループ活動に関してはこの記述からも，そのプラス面とマイナス面を実
感していることが分かる。こうした経験を踏むことによって，よりよい協調
関係の方法を体得できるものと考える。
V．まとめと今後の課題
　「情報の実践力」を育成する視点に立ち，これまで学んできた情報機器操
作を総合的に活用して，社会的事象における問題解決にあたる総合課題演習
に取組んだ結果，学生はコンピュータを適用場面を理解した上で道具的に利
用し，問題解決型学習の方法を学び，グループ活動を通して共同作業のすば
らしさと難しさを感じることができたと考えられる。
　また，アンケート分析の結果から以下の知見が得られた。
　　・総合課題演習によって，ソフトウェアの操作技術をより高めることが
　　　できる。
　　・自分で操作的な問題を解決する資質が養われる。
　　・身の回りの情報へのアクセス，関心が高まる。
　　・意欲を高めるためには，望ましいグループ形成，活動を行うことが必
　　　要である。
一 39一
　この試みは1年目であり，オンメディア型授業の進め方，時間配分，グルー
プ構成など今後検討する。
　特にグループ構成に関しては，総合課題演習独自の要因があると考えられ
る。この要因を明らかにすることが，活動全体をより意味のあるものにする
ためには必要である。この件に関して1．Sommerville（5）は，ソフトウェア
開発の観点から，グループのメンバーがどのように影響しあい，また，その
グループが組織の中でどのような位置にあるかを理解している場合には，グ
ループ作業はよりよい結果と調和のとれた結果を生み出すとしており，グルー
プにおける性格を仕事重視型，自己重視型，人間関係重視型に分類し，メン
バーの類型を示している。そこでは，グループすべてのメンバーが同じ型で
ある場合，成功するのは人間関係重視型のみで，一番良いグループは，すべ
ての型の人からなり，仕事重視型のリーダーを持っこと，としている。また，
LHarasim（6）はグループ学習での役割やグループの大きさにっいて論じて
いるが，今後こうした視点からの分析も行うことを考えている。
付記　本論文は，日本教育情報学会第14回年会（1998年）で口頭発表した「情報
　　処理演習での総合課題の取り組みと学生の自己評価」（7）に加筆したものである。
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An　Analysis　of　How　Students　Deal　with　Integrated　Tasks　of
　　　　　　　　　　Information　Processing　Practice　Based
　　　　　　　　　　　　　　　　on　Their　Self－evaluation
Kazuhisa　Adachi
　Shigeko　Nakao
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　Integrated　tasks　were　given　to　the　second　year　university　students
as　their　final　task　in　the　class　of　information　processing　practice．　These
tasks　were　tackled　in　the　form　of　group　work．　A　questionnaire　was
administered　before　and　after　the　integrated　task　practice　was　given．
The　result　was　analyzed　focusing　on　how　much　the　students　mastered
the　skills　and　how　they　thought　about　these　tasks　they　had　dealt　with．
The　result　suggests　that　many　students　thought　that　they　had　already
mastered　the　fundamental　operation　skills　when　they　began　to　tackle
these　tasks．　They　self－evaluated　the　further　improvement　of　these　skills
by　dealing　with　the　tasks．　It　was　found　that　the　degree　of　students’
enthusiasm　in　doing　with　these　tasks　is　related　to　whether　the　activities
were　treated　in　group　work　or　not　and　how　problem　solving　type　of
learning　was　facilitated　rather　than　the　difference　in　how　much　they
mastered　the　skills．
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